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富公立富岡総合病院

運営の基本方針

理　念

患者の権利

1． 納得して検査や治療などの医療やケアを受けるために
 ・ 医療に関する説明がよく理解できない場合や疑問に感じたことは、十分に納得できるまでお尋ねください。
  どんな小さなことでも結構です
 ・ 医療やケアに関する患者さん自身の考えや意向は、遠慮せずに医療者に伝えてください。
  一緒に話し合って医療やケアについて決めてゆきましょう。
2． 安全な医療を受けるために
 ・ 診察、検査処置、薬剤投与等を受ける際には、職員とともにご自身の名前を確認してください。本人確認のために、何度も
  お名前を名乗っていただくことがありますが、ご協力ください。また、入院中はリストバンドの着用にご協力ください
 ・ 感染防止のため病室へ出入りする際には、入口に備え付けの消毒薬で手指の消毒をお願いします
 ・ 転倒・転落などの事故を防ぐため、歩行や立ち上がりに不安がある際は、遠慮なく介助をお申し出ください
3． その他
 ・ 暴言、暴力、強要、ハラスメント等の不当行為は、絶対におやめください

令和5年11月1日

患者家族に協力をお願いしたいこと

病院の理念と基本方針

O g e n k i d e s u k a03

富 公立富岡総合病院

ペ
ー
ス
メ
ー
カ 

〜
電
波
と
磁
気
と
遠
隔
医
療
〜

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
を

休
止
し
て
い
ま
す
が
、予
定
し
て
い
た
講
義
内
容
の
一
部
を
お
届
け
し
ま
す
。

臨
床
工
学
科
　野
口 

誉
史

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
と
は

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
は
、
脈
拍
が
と
て

も
遅
く
な
る
病
気
の
治
療
に
使
用
さ

れ
る
医
療
機
器
で
す
。
心
臓
の
動
き

を
監
視
し
て
脈
拍
が
病
的
に
遅
く

な
っ
た
時
に
、
心
臓
へ
弱
い
電
気
刺
激

を
送
り
、
心
臓
を
収
縮
さ
せ
る
こ
と

で
脈
拍
を
補
っ
て
く
れ
ま
す
。

生
活
上
の
注
意

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
は
、
外
部
か
ら
電

磁
波
の
影
響
を
受
け
る
と
心
臓
が
動

い
て
い
る
と
勘
違
い
し
て
、
作
動
し
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
に
磁
気
が
近
づ
く
と
、
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
の
モ
ー
ド
が
切
り
替
わ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。
具
体
的
な
注

気
治
療
器
、
磁
気
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
磁

気
マ
ッ
ト
等
）

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
の
モ
ー
ド
が
変
わ
る

の
で
、
植
込
み
部
位
の
上
に
貼
る
、
も

し
く
は
近
づ
け
な
い
様
に
し
て
下
さ

い
。
も
し
も
近
づ
け
て
し
ま
っ
て
も
、

磁
石
を
取
り
除
け
ば
ペ
ー
ス
メ
ー
カ

の
モ
ー
ド
は
元
に
戻
り
ま
す
。

ペ
ー
ス
メ
ー
カ

遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
対
応
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
の
患
者
さ
ん
に
は
、
基
本
的

に
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
バ
ッ

テ
リ
残
量
や
各
種
測
定
値
を
自
宅
の

送
信
機
か
ら
定
期
的
に
病
院
に
送
ら

れ
、
そ
の
デ
ー
タ
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
異
常
が
発
生
し
た
場
合
は
、
医

師
、
看
護
師
と
協
力
し
て
早
期
対
応

に
努
め
て
い
ま
す
。

に
よ
り
異
な
る
の
で
各
自
動
車
会
社

の
お
客
様
窓
口
等
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

◎
電
気
自
動
車
の
充
電
器

急
速
充
電
器
は
使
用
し
な
い
で
下

さ
い
。
急
速
充
電
器
が
設
置
し
て
あ

る
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
で
下
さ
い
。

近
づ
い
た
場
合
は
、
立
ち
止
ま
ら
ず

速
や
か
に
離
れ
て
下
さ
い
。
普
通
充

電
器
は
使
用
可
能
で
す
が
、
充
電
中

の
充
電
ス
タ
ン
ド
や
ケ
ー
ブ
ル
に
密

着
す
る
様
な
姿
勢
は
と
ら
な
い
で
下

さ
い
。

◎
電
子
商
品
監
視
機
器

お
店
の
出
入
り
口
に
あ
る
盗
難
防
止

機
器
で
す
。
目
立
た
な
い
よ
う
に
設

置
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
出

入
り
口
で
は
立
ち
止
ま
ら
ず
、
中
央

付
近
を
通
過
す
る
様
に
し
て
下
さ
い
。

◎
M
R
I
、
X
線
C
T
、
放
射
線
治

療
装
置
、
高
周
波
／
低
周
波
治
療
器
、

電
気
メ
ス
、
電
気
治
療
器
等

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
の
作
動
に
影
響
す
る

場
合
が
あ
る
の
で
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
患

者
で
あ
る
こ
と
を
医
療
関
係
者
に
伝

え
て
下
さ
い
。

◎
磁
石
、
磁
気
治
療
器
（
貼
付
用
磁

意
点
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
携
帯
電
話
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
植
込
み
部
位
か
ら
約

15
ｃ
ｍ
以
上
離
し
て
く
だ
さ
い
。
通
話

は
、
植
込
み
部
位
と
反
対
側
の
耳
に

当
て
る
な
ど
し
て
15
ｃ
ｍ
以
上
離
し

て
下
さ
い
。
植
込
み
部
位
と
同
側
の

胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
携
帯
し
な
い

で
下
さ
い
。

◎
I
H
調
理
器

植
込
み
部
位
と
約
50
ｃ
ｍ
以
上
離
し

て
下
さ
い
。

◎
ス
マ
ー
ト
キ
ー
を
使
用
す
る
自
動
車

車
両
側
に
ア
ン
テ
ナ
が
付
い
て
い
ま

す
。
ア
ン
テ
ナ
部
か
ら
植
込
み
部
位

を
22
ｃ
ｍ
以
上
離
し
て
下
さ
い
。
ア
ン

テ
ナ
の
設
置
場
所
は
メ
ー
カ
・
車
種
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た
看
護
師
は
交
代
し
な
が
ら
24
時
間
体
制
で
避
難

所
に
待
機
し
、
利
用
者
の
体
調
管
理
が
継
続
で
き

る
よ
う
に
看
護
師
同
志
で
情
報
交
換
し
、
行
政
や

医
師
・
保
健
師
・
薬
剤
師
等
の
医
療
関
係
者
、
社
会

福
祉
士
や
介
護
士
等
た
く
さ
ん
の
職
種
の
方
と
協

力
し
て
活
動
を
し
ま
し
た
。

一
人
が
で
き
る
こ
と
は
小
さ
い
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
同
じ
思
い
を
持
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
っ
て

支
援
を
行
う
こ
と
で
、
被
災
さ
れ
た
方
が
少
し
で

も
安
心
し
て
笑
顔
に
な
り
、
明
日
を
楽
し
み
に
生

活
す
る
こ
と
に
繋
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

＊
引
用
文
献
：
群
馬
県
災
害
支
援
ナ
ー
ス 

必
携
マ
ニ
ュ
ア
ル

2
0
2
4
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
。
現
在
で
も
復
興
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
が
大
勢
い

ま
す
。
私
は
1
月
21
日
か
ら
1
月
24
日
ま
で
災
害

支
援
ナ
ー
ス
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
被
災
さ
れ
た
方
の

1
.
5
次
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
「
い
し
か
わ
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
で
看
護
支
援
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
災
害
支
援
ナ
ー
ス
と
は
「
看
護
職
能
団

体
の
一
員
と
し
て
、
被
災
し
た
看
護
職
の
心
身
の
負

担
を
軽
減
し
支
え
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
被

災
者
が
健
康
レ
ベ
ル
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
、
被
災

地
で
適
切
な
医
療
・
看
護
を
提
供
す
る
役
割
を
担

う
看
護
職
」＊
の
こ
と
で
、
災
害
支
援
に
関
す
る
研

修
を
受
講
し
支
援
ナ
ー
ス
と
し
て
登
録
し
た
看
護

師
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

1.5
次
避
難
所
は
被
災
地
以
外
の
2
次
避
難
所
を

利
用
す
る
被
災
者
の
中
継
拠
点
で
あ
り
、
高
齢
者

や
障
害
の
あ
る
方
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
る
家
族

が
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
利
用
者
の
中
に
は
、
体
調

を
崩
さ
れ
て
医
療
機
関
を
受
診
す
る
方
や
、
普
段

服
用
し
て
い
る
内
服
薬
が
終
了
し
て
し
ま
い
困
っ

て
い
る
方
、
不
安
が
強
く
な
り
看
護
師
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
る
方
が
い
ま
し
た
。

私
は
災
害
支
援
ナ
ー
ス
と
し
て
、
被
災
さ
れ
た

方
の
健
康
維
持
の
た
め
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え

な
が
ら
活
動
し
、
体
温
や
血
圧
測
定
、
食
事
や
内

服
介
助
、
体
調
を
崩
さ
れ
た
方
の
診
療
介
助
等
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
嘔
吐
・
下
痢
症
状
を
訴
え
る

方
が
い
た
た
め
、
ご
み
置
き
場
や
ト
イ
レ
の
環
境
整

備
を
行
い
感
染
予
防
に
努
め
ま
し
た
。
派
遣
さ
れ

災害支援ナースとして
看護部2B病棟 看護師　吉田 志織

災害時は、かかりつけ病院への受診も困難
になります。避難所の臨時診療所などで、
普段飲んでいる薬を把握するのにお薬手帳
が役立ちます。
お薬手帳が有ると無いとでは、診察にかか
る時間も、お薬を受け取るまでも、大きく
変わってきます。
また、遠方に避難する時も、お薬手帳があ
れば、薬歴がわかりスムーズに薬を受け取
れます。

いざという時のため、何を
しておけばいいのかな？

以下は一例です。自分に合った方法をいくつ
か考え、いざというときに備えましょう。
●外出する時はいつもお薬手帳を携帯する
（より安全で適切な薬を処方してもらうため
　お薬手帳に副作用歴・アレルギー歴などを
　記載しておくと良いでしょう）
●お薬手帳のコピーを財布や非常持ち出し袋
　に入れておく
●スマホや携帯電話に手帳の最終ページを
　写真で撮っておく
●家族などとお薬の情報を共有しておく
●（スマホを常に携帯している場合）
　電子お薬手帳を使ってみる
※写真やコピーなどの情報は定期的に
　アップデートしましょう。

災害時のお薬について 薬剤部
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2
0
2
4
年
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

で
、
石
川
県
は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
家
屋

倒
壊
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
破
綻
、
医
療
の
継
続
困
難

な
ど
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。災

害
発
生
か
ら
約
2
ヶ
月
経
っ
て
、
富
岡
総
合

病
院
に
※
J
M
A
T
の
派
遣
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

活
動
期
間
は
3
月
2
日
〜
3
月
５
日
の
４
日
間
、

メ
ン
バ
ー
は
医
師
1
名
、
看
護
師
2
名
、
薬
剤
師

1
名
、
事
務
1
名
、
臨
床
工
学
技
士
1
名
で
チ
ー

ム
編
成
し
ま
し
た
。
活
動
場
所
は
未
定
だ
っ
た
た
め
、

当
院
の
救
急
車
と
ワ
ゴ
ン
車
の
２
台
体
制
で
向
か

い
ま
し
た
が
、
積
雪
の
影
響
も
あ
り
、
J
M
A
T
調

整
本
部
が
あ
る
石
川
県
庁
ま
で
6
時
間
半
か
か
り

ま
し
た
。
　
　

J
M
A
T
の
活
動
場
所
は
調
整
本
部
（
石
川
県

庁
）
、
北
部
、
中
部
、
南
部
と
分
か
れ
て
お
り
、
私

た
ち
は
調
整
本
部
で
活
動
し
ま
し
た
。
情
報
分
析
・

決
定
チ
ー
ム
、
情
報
調
整
チ
ー
ム
、
情
報
収
集
チ
ー

ム
の
３
つ
の
部
署
が
あ
り
、
情
報
分
析
・
決
定
チ
ー

ム
は
全
体
の
リ
ー
ダ
ー
で
医
師
で
構
成
、
情
報
調

整
チ
ー
ム
は
活
動
場
所
の
割
り
振
り
を
主
に
し
ま

し
た
。
私
は
情
報
収
集
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、
他

県
J
M
A
T
の
方
と
一
緒
に
活
動
し
ま
し
た
。
避
難

所
へ
訪
問
し
た
班
の
活
動
日
報
を
パ
ソ
コ
ン
上
で
ま

と
め
、
支
援
の
頻
度
や
内
容
は
適
切
か
確
認
し
た

り
、
地
図
上
で
各
避
難
所
を
支
援
の
必
要
度
ご
と

に
分
類
す
る
作
業
も
行
い
ま
し
た
。
現
在
も
避
難

者
は
１
万
人
以
上
い
て
、
医
療
支
援
が
必
要
な
方

は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
し
か
し
情
報
を
ま
と
め
て
い

JMAT災害派遣活動報告
臨床工学科　橋本 愛

く
と
、
支
援
が
行
き
届
い
て
な
い
施
設
や
、
連
絡
が

取
れ
な
い
施
設
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

富
岡
甘
楽
地
域
は
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
被

災
す
れ
ば
似
た
状
況
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
災
害
発
生
時
の
情
報
伝
達
手
段
を
明

確
に
し
、
災
害
時
に
必
要
な
支
援
が
継
続
的
に
で

き
る
よ
う
日
々
研
鑽
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
石
川
へ
の
派
遣
を
快
く

許
可
し
て
い
た
だ
い
た
企
業
長
、
院
長
な
ら
び
に
病

院
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
石

川
災
害
派
遣
の
経
験
を
た
く
さ
ん
の
人
と
共
有
し
、

災
害
に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

※
J
M
A
T

（J
ap
an
 M
ed
ical A

sso
ciation

 Team

）
：
日
本

医
師
会
災
害
医
療
チ
ー
ム
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２
B
病
棟
は
I
C
U（
集
中
治
療
室
）・

H
C
U（
高
度
治
療
室
）が
あ
り
ま
す
。

２
Ｂ
病
棟
で
は
、
重
症
な
患
者
さ
ん
、

病
棟
で
急
変
さ
れ
た
患
者
さ
ん
や
大
手
術

後
の
患
者
さ
ん
を
対
象
と
し
医
療
・
看
護

の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
工
呼
吸
器
等
の
生
命
維
持
装
置
を
装

着
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
も
い
る
た
め
、医

師
・
看
護
師
・
臨
床
工
学
技
士
と
連
携
し

多
職
種
で
チ
ー
ム
医
療
を
実
践
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
急
性
期
の
段
階
か
ら
元
の
場
所

へ
退
院
で
き
る
よ
う
、
退
院
を
見
据
え
た

看
護
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
患

者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
御
家
族
の
不
安
が

少
し
で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
家
族
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。

病
棟
の
構
造
は
、
他
病
棟
と
は
異
な
り
、

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
一
周
で
き
る
構
造
と

な
っ
て
い
ま
す
。病
棟
で
の
歩
行
リ
ハ
ビ
リ

の
目
安
と
な
り
活
用
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
数
は
48
名
在
籍
し
、
う
ち
男

性
看
護
師
は
9
名
い
ま
す
。

他
病
棟
に
比
べ
て
男
性
看
護
師
が
多
く
、

シリーズ職場紹介

2B病棟

高
身
長
の
男
性
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
力
持

ち
が
自
慢
で
す
が
見
た
め
と
は
裏
腹
に
優

し
い
男
性
看
護
師
ば
か
り
で
す
。

男
性
看
護
師
も
多
く
在
籍
し
て
い
ま
す

の
で
、色
々
な
視
点
で
物
事
を
考
え
、よ
り

よ
い
看
護
ケ
ア
の
方
法
を
検
討
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
病
棟
に
比
べ
て
勤
務
者
の
人

数
が
多
い
こ
と
か
ら
、患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

に
速
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

子
育
て
中
の
看
護
師
も
多
く
、仕
事
と

子
育
て
の
両
立
は
大
変
で
す
が
、ス
タ
ッ
フ

同
士
助
け
合
い
な
が
ら
看
護
を
実
践
し
て

い
ま
す
。

日
々
昼
夜
問
わ
ず
、
重
症
の
患
者
さ
ん

が
入
院
し
忙
し
さ
や
緊
張
感
が
あ
り
ま
す

が
、
患
者
さ
ん
の
症
状
が
改
善
し
、
笑
顔

を
見
る
こ
と
が
私
た
ち
の
看
護
師
の
支
え

と
な
っ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
・
御
家
族
の
笑
顔
を
見
る
た

め
に
日
々
、患
者
中
心
の
医
療
・
看
護
の
提

供
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

紹介予約制

紹介予約制

紹介予約制

予約制

※診療受付時間は午前8時30分から11時までです（土日祝日、年末年始を除く）。　午後の外来は予約制です（皮膚科を除く）。
※内科、神経内科、消化器科、循環器科、整形外科は完全紹介予約制。泌尿器科は完全予約制です。

耳鼻科
午前

午後

午後

松井 / 清水
（10:30～1人病棟回診）

松井 / 清水
（10:30～1人病棟回診）

松井 / 清水
（10:30～1人病棟回診）

松井 / 清水
（10:30～1人病棟回診）

（特殊外来）（手術） （予約検査・外来手術） （手術） （特殊外来）

外科
午前

午後

佐藤 / 渥實
（乳腺）五十嵐
（ストーマ外来・電話予約）

池田
（ストーマ外来・電話予約）

井上
（乳腺）五十嵐
（筋膜リリース）門脇
（ストーマ外来・電話予約）

門脇
（呼吸器感染症）渥實（再診）
（ストーマ外来・電話予約）

佐藤 / 池田
（ストーマ外来・電話予約）

（ストーマ・緩和ケア）佐藤

金曜日木曜日水曜日火曜日月曜日診療科

内科

時間

午前

午後

消化器科

循環器科

午前

午後

外来担当医表 令和6年度版
4月1日現在 

＊＝非常勤医師

（内分泌・DM）登内
（呼吸器）石塚
（初診）＊茂木

午前

午後

（再診）杉戸 / 石窪
（初診）＊群大

（再診）＊瀬田
（再診・第2週）＊高間

（再診）金子 （再診）＊金古
（初診）杉戸

（初診・再診）石窪

小児科
午前

午後

小須田 / 木村 小須田 / 小板橋
（心臓）小須田（喘息）＊群大 （予防接種）各担当医 （1ヶ月乳児健診）小板橋 / 小須田

木村 / 小板橋 小須田 / 木村

（消化器/2・4週）＊五十嵐

小板橋 / 小須田

泌尿器科 午前

午後

田中
（初診）塩野

町田
（初診）田中

田中
（カテ交換）町田

（腎代替療法選択外来）田中 （腹膜透析/15：30～）大山
（排尿機能）大澤

塩野

大澤
（初診）廣神

大山
（初診）大澤

塩野
（初診）大山

整形外科
午前

（脊椎）松原 / 原
齋藤

（脊椎）原
（1・3週）金子　　　　　　　　　　
（2・4週）鈴木
中澤

心療内科
午前

午後

横川 横川 横川 / ＊須永 横川

（施設往診） （予約）横川 / ＊須永

皮膚科
午前

午後

上原 （予約）＊群大 上原 上原 上原 

（手術）

＊中田

（褥瘡回診）

眼科
午前

午後 （予約検査・治療）（手術） （予約検査・治療） （手術） （予約検査・治療）

脳神経外科 午前 ＊甲賀 ＊三隅 ＊甲賀 ＊三隅

歯科
口腔外科

午前 （手術） 

（外来手術・口腔ケア） （外来手術・口腔ケア） （手術） （外来手術・口腔ケア） （外来手術・口腔ケア）

病理診断科

麻酔科 - （13：00～15：00）
宮崎 or 澤野 or 村田 or 田村 or 濱野

産婦人科

午前

午後

五十嵐 / 鹿沼 / 髙本 五十嵐 / 鹿沼 / 矢﨑

（産後フォローアップ外来）
（骨盤臓器脱外来・初診予約）
矢﨑

（産後フォローアップ外来）
（骨盤臓器脱外来・初診予約）
矢﨑

（産後1ヶ月健診）
（骨盤臓器脱外来・初診予約）
髙本

（再診）渋澤
（肝臓）齋藤
（肝臓/2・4・5週）＊高崎総合

放射線診断

放射線治療

午前

午後

午前

午後

午前

午後

平戸平戸 ＊佐々木 平戸

平戸平戸 平戸

平戸

平戸

岡内 / 松田＋倉林

岡内 / 倉林 / 松田 岡内 / 松田 岡内 / 倉林 / 松田 岡内 / 倉林 / 松田 /＊前原

岡内 / 倉林 / 松田 岡内 / 倉林 / 松田

＊富澤

齊藤 齊藤

（内分泌・DM）永井
（呼吸器）竹原
（初診）＊茂木

（内分泌・DM）永井
（呼吸器）神戸
（初診）石塚
（腎臓）＊高橋
（腎臓/2・4週）＊竹内
（禁煙）
（血液）＊群大
（腎臓）＊高橋
（腎臓/2・4週）＊竹内

神経内科

（内分泌・DM）登内 / 長岡 
（呼吸器）竹原
（初診/1･3･5週）笛木
（初診/2･4週）＊原田

（内分泌・DM）永井
（呼吸器）笛木
（初診）神戸

午前

午後

五十嵐 / 鹿沼 / 矢﨑

（再診）＊中村

（再診）＊中村

（再診）星野         
（初診）岩本

（再診）岩本         
（初診）星野

（再診）齋藤 / 岡田
（初診）関根

（再診）関根
（初診）岡田

（再診）岩本
（初診）渋澤

（産後フォローアップ外来）

鹿沼 / 髙本 / ＊岩宗

小林 / 内田 小林 / 内田 小林 / 内田 小林 / 内田 小林 / 内田

松井 / 清水
（10:30～1人病棟回診）

金井 / ＊齋藤 金井

岡内 / 倉林 / 松田
倉林 / 松田 /＊橋詰
（RI）＊樋口

齊藤 齊藤 / ＊堀込

齊藤

齊藤齊藤 / ＊田村

岡内 / 松田
（IVR）＊宮崎

横川 / ＊井上

（予約）＊井上

五十嵐 / 矢﨑

金井 / ＊齋藤 金井

（膝）小野
（股）鈴木
中澤
＊小林

（膝）小野
金子
齋藤

（脊椎）松原
（股）鈴木
（1・3週）＊小林
（足/2・4・5週）＊日尾
金子

（15:00～）上原 

＊友金齊藤

紹介予約制

紹介予約制

（再診）＊群大
（初診）金子

0274-63-2111公立富岡総合病院
富岡地域医療企業団

（再診）＊星野

（再診）＊星野
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内　科

外来担当医表 2024年4月1日現在
受付時間  午前の診療 8:30～11:30 / 午後の診療 8:30～16:30

午前

午後

火曜日 水曜日 木曜日 金曜日月曜日

※神経内科は、当分の間、休診です。　※午後の診察は、14時からです｡

竹原健
永井洋子

馬原充彦
土屋貴秀

竹原健
金古美恵子
藤田清香
（再診のみ）

樋口達也
市川邦男
南雲麻衣

竹原健
根岸充子
飯塚邦彦

馬原充彦
根岸充子
梶田理沙

永井洋子
渡邊秀臣
田中聡一
（再診のみ）

樋口清一土屋貴秀

皮膚科
午前

午後

茂木精一郎
受付 8:30-11:00
（第１･3･5週）

安田正人
受付 8:30-11:00
診察 10:00-

竹原健
田中聡一
（再診のみ）
（第２･４週）
清水雄至
（第１･３週）

初診の予約はありませんので、受付時間内にお越しください。
発熱やせき、喉の痛みなどの風邪症状がある患者さんは、事前にお電話でお問い合わせください。

08O g e n k i d e s u k a

七公立七日市病院 七公立七日市病院

外
来
診
療
の
ご
案
内

Na
no

ka
ichi
 Hospital News

Nanokaichi Hospital N
ew

s

七日市病院
ニュース

内
科
と
い
っ
て
も
そ
の
領
域
は
広
く
、

消
化
器
科
、循
環
器
、内
分
泌・代
謝
、腎

臓
、呼
吸
器
、血
液
、神
経
、ア
レ
ル
ギ
ー・

膠
原
病
、感
染
症
と
大
き
く
９
つ
の
領
域

か
ら
成
り
ま
す
。さ
ら
に
近
年
の
医
学

の
進
歩
に
よ
り
医
療
が
高
度
化
し
、
縦

割
り
の
臓
器
別
の
専
門
分
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。病
院
に
お
け
る
内
科
診
療
は

専
門
分
化
に
対
応
し
た
診
療
を
提
供
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。し
か
し
複
数

の
臓
器
に
疾
患
を
か
か
え
る
方
も
多
く
、

臓
器
別
の
専
門
医
だ
け
で
は
対
応
で
き

な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
、当
院
の

内
科
診
療
で
は
病
院
で
あ
り
な
が
ら
総

合
的
に
診
療
を
提
供
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、発
熱
、咳
、痰
、頭
痛
、腹

痛
、浮
腫
な
ど
の一
般
的
な
症
状
が
あ
る

方
へ
の
対
応
、ど
の
診
療
科
を
受
診
す
れ

ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
方
の
窓
口
と
し

て
の
機
能
、複
数
の
疾
患
を
持
つ
方
へ
の

対
応
、ま
た
、健
康
診
断
で
異
常
を
指
摘

さ
れ
た
際
な
ど
、予
防
医
学
の
観
点
か
ら

も
診
療
し
て
い
ま
す
。各
内
科
医
師
に
は

専
門
分
野
が
あ
る
た
め
、必
要
に
応
じ
て

医
師
同
士
が
相
談
し
て
診
療
し
ま
す
。

内
科
の
他
に
は
非
常
勤
で
す
が
、
皮

膚
科
の
医
師
も
診
療
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
、さ
ら
に
よ
り
専
門
性
の
高

い
治
療
や
検
査
を
必
要
と
す
る
際
に
は

専
門
医
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
適
切

な
診
断
、治
療
を
行
い
ま
す
。

受
診
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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七 公立七日市病院七 公立七日市病院

身体拘束廃止
ワーキンググループ
身体拘束解除に向けて

身体拘束とは、患者本人の意思では自由に動くことができないように、身体の一部を拘束するこ
と、または運動を制限することを言います。具体的には体に入っているチューブ類を患者自身で抜
けないようミトン型の手袋を使うことや、車椅子に乗っている時に、立ち上がれないようベルトを
使用することなどがあります。
なぜそのような対応をするのかというと、治療で必要なチューブ類を患者自身が誤って抜去して
しまうことで生命の危機に陥ることや、一人で動き出してしまうことで転倒転落に繋がり大けがを
負う可能性があるため、そういった事を予防し生命の維持・安全の確保をするために行っています。
しかし、身体拘束をすることで患者の安全を図る反面、能力や権利を奪うことにつながる行為や、
尊厳の侵害、身体的・精神的な弊害をもたらすと言われています。
そのような状況がある中で、看護師だけでなく多職種が参加している身体拘束廃止ワーキング
グループを中心に、患者さんにどのような対応をすれば、一時的でも身体拘束をせずに入院生活を
送ることができるかを考え、徐々に広めてきました。現在ではこのグループが結成される前に比べ
「身体拘束の解除」という意識が高まり実際に
拘束を行わなくなったり、一時的に拘束をしな
い時間帯を作ったりする対応が増えてきていま
す。
患者さんの治したいという希望を支えるため
にも、身体拘束は最小限にできるよう今後も多
職種で関わっていきたいです。

３病棟 看護マネジャー　福田 啓介
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七公立七日市病院

今回で４回目となる「おうちに帰る準備」は、排せつに関する環境調整について述べたいと思います。
病院でリハビリテーションに携わっていて、退院する条件をご家族に伺うと大多数の方から共通して聞

かれる希望があります。それは「トイレに一人で行って用が足せればねぇ」や「トイレが自立になれば自宅
で看たいと思います」という言葉です。
排せつは人間が生きていくうえで必要不可欠な活動の一つです。また、患者本人の尊厳にも関わる重要

な動作になります。しかし、トイレ動作にはいくつかの段階に分かれ、必要な動作も異なります。
まず、トイレまで安全に移動することが必要になります。移動手段としては伝い歩きや歩行器歩行、車
いす移動などがあるかと思われますが、その際はドアを開ける動作も必要になります。トイレに入った後は
便座へ安全に座ることが必要になり、その際には向きを変えて下衣を下げる動作を行います。そして排せ
つ後は、陰部を清拭して下衣を上げる動作を行い、居間や寝室まで戻ります。これらが大まかな排せつの
一連の動作になります。
トイレ動作と一言で言っても様々な動作と能力が必要になるのです。それらの動作は入院中のリハビリ
で獲得を目指しますが、環境を整えることで安楽に行うことが可能になる面もあります。先ほどドアの開閉
が必要になると述べましたが、引き開きのドアの場合は開閉の時に後方重心となりやすく、バランス不良な
方は転倒の危険が考えられます。その際には、引き戸やカーテンなどへの変更を提案する場合もあります。
トイレ内での方向転換や下衣操作の際には手すりなど支持物が有効と思われます。便座からの立ち上が
りなどにも使用できるようにL字型の手すりを提案することが多いかと思います。手すりの設置が困難な場
合は、便座を囲むように据え置く手すりもあります。
和式トイレの場合は、しゃがみ動作が困難な場合が多いので、和式トイレにかぶせて洋式として使用で

きる便座もあるので購入を勧めることがあります。
しかし、環境調整をしてもトイレでの排せつが困難な場合もあります。その際はポータブルトイレの導
入を提案することもあります。ポータブルトイレと聞いてイメージするものは病院で使用するようなプラス
チック製のものと思います。しかし、近年は家具調で一見すると普通の椅子のように見えるポータブルトイ
レもあります。中には便座の保温機能やウォシュレット機能がついた高機能な商品も販売されているよう
です。
いずれにしても、家屋改修や福祉用具の導入にあたっては担当のケアマネージャーに相談するとともに、
担当のリハビリスタッフにご相談いただければと思います。トイレ動作に限らず、日常生活動作を再び獲
得できるように入院中のリハビリは我 リ々ハビリスタッフが精一杯お手伝いしていきます。ご希望などがあ
れば、遠慮なくお声がけください。

回復期リハビリテーション係 係長　高橋茂

リハビリテーションの関わり
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木目で家具になじむポータブルトイレ。
多機能になっていてウォシュレットの他、
排泄物を自動で袋に詰めてくれるものもあります。

設置してあるトイレに後付けで装着できる手すり。

アコーディオンカーテン。設置が簡単なうえ、
軽いため開けるのに力が要りません。

※ADL（Activities of Daily Living）とは日常生活動作のことで、ADLのAは動作、DLは日常生活を指します。
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TEL.0274-63-2111
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公立富岡総合病院では、患者さん向け院内Wi-Fiサービスをご利用いただけます

富岡地域医療企業団 公立富岡総合病院・公立七日市病院 地域医療連携だより

外来は各ブロック、病棟は各フロアに案内が掲示してあります。

※ご利用場所によりＳＳＩＤとパスワードが異なります。

SSID
ネットワーク名

PASSWORD
パスワード

無料Wi-Fi ご利用いただけます
各フロアでご確認ください

各フロアでご確認ください

・病院HPにある利用規約をご確認ください。
・ご利用にあたっては、利用規約に同意したものといたします。
・各種設定に関して、当院では一切のサポートはいたしかねます。
・フロアによってSSIDが異なります。
 （病棟はラウンジ、外来は各ブロックに案内掲示があります。）

公立富岡総合病院


